
１　公表の対象となる教育研究活動等の状況

１－１　大学の教育研究上の目的に関すること【担当：事務局学務課】

■大学

■医学部

■保健医療学部

■大学院

■医学研究科修士課程

■医学研究科博士課程

■保健医療学研究科博士課程前期

■保健医療学研究科博士課程後期

■専攻科

　専門分野における豊かな知識と確かな技術、高い倫理性を基盤に、広い視野に立って地域の保
健・医療・福祉の課題を解決しうる高度な実践力、看護学、理学療法学、作業療法学の進展に寄与
しうる研究力を有する人材を育成する。

　豊かな発想と科学性、厳格な倫理性を基盤に、専門分野における深い学識と関連領域に係る学際
的知識を有し、新たな知を創造するための研究活動を自立的に遂行するとともに、地域や時代の要
請に応える取組を企画・推進できる人材を育成する。

　専攻科は、公衆衛生看護及び助産に関する知識と技術を精深な程度において教授し、その基盤となる
公衆衛生看護学、助産学を探究するとともに、創造性に富み人間性豊かな保健師・助産師の育成を行
い、もって北海道の保健・医療の発展と、福祉の充実に貢献することを目的とする。

　医学及び保健医療学に関する学理とその応用を教授し、その深奥を攻究するとともに、進取の精神と
自由闊達な気風を旨とする創造性に富み人間性豊かな医療人の育成を行い、もって北海道の医療、保健
の発展と福祉の充実に貢献し、人類の文化の進展に寄与する。

　医学部は、変化し多様化する地域及び国際社会の要請に応えるとともに、医学と医療の進歩及び
向上に貢献することができる人間性豊かな医師並びに医学研究者を育成することを目的とする。

　保健医療学部は、創造性と倫理性富む豊かな人間性を基盤に、関連諸科学と医療の進歩に対応
し、地域の保健・医療・福祉の充実と社会の発展に貢献する実践力を備えた看護師、理学療法士、
作業療法士及び学問分野の進展に寄与しうる人材を育成することを目的とする。

　学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥を究めて、文化の進展に寄与する。

　医療関連分野、自然科学・人文・社会科学等の大学教育を受けた学生を対象として、医科学につ
いての幅広い知識と高い見識を修得させることにより、医学・医療の進展に貢献する。

　医学・医療に関する基本的知識を有する者を対象として、医学の専門分野における学識と研究能
力、倫理観を修得させ、自立した研究活動又は専門的医療の実践を通じて医学・医療の発展に貢献
する。
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